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リキッドハンドリング操作の人間工学

リキッドハンドリング機器を 
選ぶときに考慮すべき要素は 
いくつかあります。
マニュアルピペッターでの作業を1.5
時間以上継続して行った場合、作業
者はRSI (Repetitive Strain Injury、
反復運動過多損傷) になるリスクが
増加すると言われています。そして、
ライフサイエンス ラボテクニシャン
の半数以上が2時間以上継続して 
ピペッティング作業を行っています。

つまり、作業環境設計と同様に 
リキッドハンドリング機器の人間工学 
的機能は、すべてのラボにとって 
重要な安全上の考慮事項です。

さらに詳しい製品情報は 
www.corning.com/lifesciences 
をご覧ください。

わずかな力で 
ピペッティングと 
イジェクトができる
ことはピペッティングの 
人間工学的に優れており
RSIを防ぐ

フィンガーフック
が握ったときに 
指を支える

快適なハンドル形状
は持ちやすく負荷が 
かかりづらい

軽量化
により手の疲労を 
軽減する

連続分注器を使用して、 
粘性の高い液体など 
取り扱いが難しいサンプルの

ピペッティング作業を 
スピードアップする

便利な液晶ディスプレイ 
で設定やバッテリー残量の 
確認がしやすい

曲線形のグリップ 
で楽に握れる

最適なボタン位置 
によりピペッター操作が
しやすい

コーニングは快適で負荷のない作業環境が重要と考え、人間工学を追求し、製品設計に細心の注意を払っています。

変える
�ピペッティング作業の合間に 
別の作業を入れて手首を 
休めましょう

動く
特に手首と腰を気にかけ、 
少なくとも30分ごとにストレッチなどで 
体を動かしましょう

交代する
手の疲労と負荷を 
軽減するために 
交代で作業をしましょう

こちらも忘れずに

座り方に気を付けましょう
椅子を作業台に対して 
適切な高さに調節し、姿勢よく座ります

自然な位置で手首が固定 
されるようにしましょう
手首への不要な負荷や 
回転動作が必要となる機器は
避けます

肩の高さより低い位置で 
作業しましょう
作業場所は高すぎず、無理な体勢
にならないようにします 
（例、安全キャビネットなど）

コーニングの人間工学設計のリキッドハンドリング機器とプラスチック製品：
w Corning® Step-R™ 連続分注器とシリンジチップ
w Corning Lambda™ EliteTouch™ ピペッター（シングルチャンネル、マルチチャンネル）
w Corning Lambda™ Plus ピペッター（シングルチャンネル、マルチチャンネル）
w Corning デックワーク ピペットチップ
w Corning Stripettor™ ウルトラ ピペットコントローラー
w Stripette™ ピペット
デモンストレーションをご希望の際は、コーニング代理店またはコーニング営業担当にお問い合わせください。

肘への負担がかからない 
ようにしましょう
硬い作業台の上に肘を 
つきながらピペッティングし 
続けると手にしびれや痛みを 
感じたり、肘の内側が痛む 
ことがあります

必要な道具はすべて手の届く 
位置に準備しましょう
肘の腱に負荷がかからないように作業に必要な
道具は前腕の長さ以内に収まるようにします
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